
H26.5.16現在
保健課庶務S

① ② ③ ④ 参加検討中

夜間・休日急病診療所による
電話対応

夜間・休日診療電話案内 北海道小児救急電話相談
北海道救急医療
情報案内センター

救急安心センター
さっぽろ

運営主体 恵庭市 恵庭市 北海道 北海道
（北海道健康づくり財団に委託）

恵庭市 恵庭市 札幌市

番号 37-4085 33-5000
011-232-1599

（プッシュ回線及び携帯電話からは
＃8000でも繋がる）

0120-20-8699
（携帯電話からは011-221-8699）

119 37-4121 ＃7119

時間

（平日）毎日20時～翌7時
（土曜）14時～翌7時
（日・祝）9時～翌7時
※年末年始除く

毎日24時間 毎日19時～23時 毎日24時間 毎日24時間
（平日）毎日8時45分～

17時15分
※土・日・祝日・年末年始除く

毎日24時間

医療機関案内 小児の救急相談 医療機関案内 電話・来所健康相談
救急相談、医療機関案内、
地域消防への案件転送

救急相談窓口ではないが、
一次救急医療機関という性
格上、応急手当や受診が必
要かどうかという相談の電話
を多く受け付けている。医師・
スタッフの判断で他の窓口等
を紹介することもある。

機械音声により、当日の一次
救急医療機関と電話番号を
案内する。

夜間における子どもの急な
病気やけがなどの際に相談
を受け付け、専任の看護師
や医師が症状に応じた適切
な助言をする。
※個別の医療機関を案内す
るものではない。

所在地、年齢、症状等に応じ
た適当な最寄り医療機関を
オペレーターが案内する。
ホームページによる検索シス
テムも提供。
※医療相談を受け付けるも
のではない。

救急相談窓口ではないが、
救急通報件数の中には右記
①～⑤で対応可能な比較的
軽症患者に関するものも一
定程度含まれると考えられ
る。

救急相談窓口ではないが、
一般的な健康相談を受け付
けており、中には急な病気・
けが等の応急手当や受診の
必要性についての相談もあ
る。

札幌圏の参加自治体住民か
ら、急な病気やけがなどの際
に相談を受け付け、専任の
看護師や医師が症状や緊急
性を判断し、助言、医療機関
案内、救急車要請のための
案件転送等を行う。

市内相談件数
2,909件(H24年度）
3,143件（H25年度）

2,252件（H24暦年）
2,105件（H25暦年）

【道央三次医療圏（札幌除く）の
合計件数】

1,241件(平成２４年度）
1,140件（平成２５年度）
※道央三次医療圏：石狩、空
知、後志、胆振、日高地方。こ
れ以上細かな単位では集計を

していない。
（参考：H25年度の札幌市4,240

件）

790件（H24年度）
671件（H25年度）

1,970件（H24暦年）
1,925件（H25暦年）

1,441件（H24年度）
1,115件（H25年度）

【札幌圏全体の場合】
52,747～68,044件

※札幌圏：札幌、石狩、江別、
当別、新篠津、千歳、北広島、

恵庭

一日あたり件数
（1/365）

7.97件(H24年度）
8.61件(H25年度）

6.17件（H24暦年）
5.7７件（H25暦年）

3.4件
3.1件

2.16件(H24年度）
1.84件（H25年度）

5.40件(H24暦年）
5.27件（H25暦年）

５．９件（H24年度）
４．６件（H25年度）
平日：２４４日

【札幌圏全体の場合】
144.51～186.42件

平成25年度
市負担費用

全体運営費のなかで対応
（人件費、通信料等）

電話回線料のみ
30,690円(定額） なし なし

全体運営費のなかで対応
（人件費、通信料等）

全体運営費のなかで対応
（人件費、通信料等）

【当市が参加する場合の最低
負担割合】
5,300,000円

相談1件あたり
費用 14.6円(H25) なし なし

データ根拠
市保健課

診療所集計資料

消防に確認
（市消防統計の災害通報受
理状況に掲載される）

北海道保健福祉部医療政策
局医療薬務課　医療政策グ

ループに確認

北海道救急医療・広域災害
情報システム年報

消防に確認
（市消防統計の災害通報受
理状況に掲載される）

※救急的性格の相談につい
ては集計をしていない。

札幌市からの資料

見
込
み

位置づけ

○恵庭市の電話救急相談体制　　　

相談窓口

※「救急安心センターさっぽろ」は平成25年10月開設、平成26年度から札幌市・石狩市・新篠津村の３自治体の参画。

（保健センターへの相談）（市消防への救急通報）
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